
せん断ひび割れ

RC梁部材の残留せん断ひび割れ幅を用いた損傷制御のためのせん断力評価
Evaluation of Shear force corresponding to arbitrary residual shear crack width for RC beams
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背景 Background 結果 Results

社会貢献 Social Impact

損傷制御式 Damage Control Equation

兵庫県南部地震において、倒壊には至らなくても、重大な損傷を生じた建物が
多くあった。それ以来、建物を継続して使用する要求が高まっており、建築物
の設計は性能評価型へと移行しつつある。
RC規準においても損傷制御のための短期許容せん断力式があり、ひび割れ制
御の概念が反映された。しかし、ひび割れ幅を関数に含めた式は規定されてい
ない。また、既往研究では最大せん断ひび割れ幅𝑤𝑝を指標としているが、損

傷制御の観点から、残留せん断ひび割れ幅 𝑤0 を用いた評価が求められている。

𝑽𝒉𝒂𝒚𝒂𝒔𝒉𝒊 = 𝑽𝑻 + 𝑽𝒊 + 𝑽𝒂

最大せん断ひび割れ幅 𝑤𝑝 の項を、

残留率の関係から、残留せん断ひ
び割れ幅𝑤0を用いた式に変える。

𝑉𝑇 = 𝑝𝑤 ∙ 𝜀𝑝𝑠𝑐 ∙ 𝐸𝑠 ∙ 𝑏 ∙ 𝑗
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・コンクリート負担せん断力

・最大せん断ひび割れ幅𝑤𝑝から算出したせん断力と比べて、残留せん断ひ

び割れ幅𝑤0から算出した場合は、実験値 / 計算値の標準偏差は大きくなっ
たものの、平均値はほぼ同じ値となった。

目的 Purpose

残留せん断ひび割れ幅w0を用いたせん断力評価方法の確立
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・曲げ降伏先行型

・せん断破壊型

破壊モード・降伏強度による
最大せん断ひび割れ幅wpと

残留せん断ひび割れ幅w0の関係式

既往の式では、最大せん断ひび割れ幅𝑤𝑝からせん断力を算出して

いたが、残留せん断ひび割れ幅𝒘𝟎を用いてせん断力を評価する
ことが可能となった。

𝑤𝑝：各サイクルピーク時の最大せん断ひび割れ幅

𝑤0 ：除荷時の残留せん断ひび割れ幅

（既往研究による損傷制御のための短期許容せん断力式）

・残留せん断ひび割れ幅𝑤0を損傷制御のための短期許容せん断力式𝑉ℎ𝑎𝑦𝑎𝑠ℎ𝑖

に適用した場合のせん断力計算値とせん断力実験値を比較した。平均値は
概ね1.00、標準偏差は0.3程度となった。

損傷制御式によるせん断力と
サイクルピーク時のせん断力実験値の関係

(残留せん断ひび割れ幅𝒘𝟎代入時)
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●曲げ降伏先行型 mean:：0.98 Sd：0.33

●せん断破壊型 mean:：1.12 Sd：0.31

せん断補強筋

地震後のひび割れ幅を予測し、構造性能や耐久性を把握することができる。
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